第８回（平成１２年度）「研究助成申請書」の記入要領
１．研究代表者

　　研究代表者は、下記の学協会等に所属する大学教員（教授、助教授、講師及び助手）とします。

　　　インテリジェント材料フォーラム、（社）応用物理学会、（社）計測自動制御学会、（社）高分子学会、

　　　次世代センサ協議会、（社）精密工学会、（社）電気学会、（社）日本 エム・イ－学会、（社）日本機械

　　　学会、日本人工臓器学会、日本生物物理学会、日本 DDS学会、日本バイオマテリアル学会、（社）日

　　　本ロボット学会、（社）パーソナルコンピュータユーザ利用技術協会、マイクロマシン研究会、マイク

　　　ロメカトロニクス研究会、メカトロニクス調査研究会。

                                        　　　　　　　　　　　　　               （以上五十音順）

    尚、海外については、上記学協会会員より推薦のあった大学教員とします。

２．共同研究者

  共同研究者の資格についても、研究代表者と同じとします。但し、研究代表者の指示・指導の下で具体

的な研究実務を担当する者は、共同研究者ではなく研究協力者となりますので、上記の制約は受けません。

３．研究題目

    研究助成の対象は、民間での開発（商品開発）に近い内容ではなく、マイクロマシン技術の「基礎技術・

機能要素技術・システム化技術」に関する基礎的研究としていますので、題目・内容の記述にあたっては

この点を十分に考慮願います。

４．研究期間及び希望助成額

(1) 研究期間は、１年（テ－マＡ）もしくは２年（テーマＢ）のいずれか一つを選択して下さい。希望助

      成額の限度は、テ－マＡが 200万円、テーマＢが 300万円です。

  (2) テ－マＢの初年度希望助成額は、全希望助成金の２／３を限度とします。

(3) 助成金総額や助成件数との関係で、決定される助成金額は希望助成額を下回ることがあります。

  (4) 今年度事業の具体的な研究実施期間は、以下の通りです。

          テ－マＡ：平成１３年４月１日～平成１４年３月３１日

          テ－マＢ：平成１３年４月１日～平成１５年３月３１日

５．記入上の注意事項

(1) 研究期間は、１年もしくは２年のいずれかを選択して下さい。

(2) 同一課題に対する助成は、１回限りが原則です。

(3) 共同研究者が複数の場合は、２項にならって別紙に書いて下さい。

(4) 申請書の記述はできるだけワ－ドプロセッサなどを用い、肉筆のときは楷書で書き、申請書の枠内に簡明かつ専門外の人にも理解できるような用語を使用して記入して下さい。

(5) 補足説明が必要な場合には、別紙として添付していただいても結構です。

(6) 研究内容を説明する概念図を必ず添付し、目標数値や概念寸法を明記して下さい。

６．秘密の厳守

    応募内容、特に知的所有権等に関する秘密は、厳守します。

    尚、提出された申請書は返却しません。

